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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記黒挿入電圧発生回路は、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の
絶対値より絶対値が小さい電圧を供給する液晶表示装置。
【請求項２】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
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　前記ソースドライバは、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の絶対
値より絶対値が小さい電圧を供給する液晶表示装置。
【請求項３】
　前記黒挿入電圧発生回路は、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電
圧として、その逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給される、前記表示デー
タの階調に対応する電圧に応じた電圧を供給する、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ソースドライバは、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電圧と
して、その逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給される、前記表示データの
階調に対応する電圧に応じた電圧を供給する、請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記黒挿入電圧発生回路は、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電
圧として、温度に応じた電圧を供給する、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ソースドライバは、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電圧と
して、温度に応じた電圧を供給する、請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が前記逆転移防止のため
の電圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示
データの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に
対応する電圧になるような電圧が前記ソース信号線に供給される液晶表示装置。
【請求項８】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記ソースドライバが前記逆転移防止のための電
圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示デー
タの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に対応
する電圧になるような電圧が前記ソース信号線に供給される液晶表示装置。
【請求項９】
　前記ソース信号線の電圧が中間色に対応する電圧になるような電圧とは、前記黒挿入電
圧発生回路の、プラスの黒挿入電圧の供給側及びマイナスの黒挿入電圧の供給側をともに
接続することで、前記黒挿入電圧発生回路の出力を短絡して、前記ソース信号線に供給す
る電圧である請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が逆転移防止のための電圧を供
給した後の期間に、前記黒挿入電圧発生回路は、前記ソース信号線に前記ソース信号線の
電圧が中間色に対応する電圧になるような電圧を供給する請求項７記載の液晶表示装置。
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【請求項１１】
　前記逆転移防止駆動期間のうち前記ソースドライバが逆転移防止のための電圧を供給し
た後の期間に、前記ソースドライバは、前記ソース信号線に前記ソース信号線の電圧が中
間色に対応する電圧になるような電圧を供給する請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が逆転移防止のための電圧を供
給した後の期間に、前記ソースドライバは、前記ソース信号線に前記ソース信号線の電圧
が中間色に対応する電圧になるような電圧を供給する請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給する前
の期間に、前記ソースドライバは、前記ソース信号線に前記ソース信号線の電圧が中間色
に対応する電圧になるような電圧を供給する請求項７または８に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧が供給される液晶表示装置。
【請求項１５】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧が供給される液晶表示装置。
【請求項１６】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧が供給される液晶表示装置。
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【請求項１７】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧が供給される液晶表示装置。
【請求項１８】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間は、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長い液晶表示装置。
【請求項１９】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間は、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長い液晶表示装置。
【請求項２０】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿入
電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記黒挿入電圧発生回路が、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の
絶対値より絶対値が小さい電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２１】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
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　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記ソースドライバが、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の絶対
値より絶対値が小さい電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が前記逆転移防止のため
の電圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示
データの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に
対応する電圧になるような電圧を前記ソース信号線に供給するステップを備えた液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項２３】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記ソースドライバが前記逆転移防止のための電
圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示デー
タの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に対応
する電圧になるような電圧を前記ソース信号線に供給するステップを備えた液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項２４】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項２５】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
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晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項２６】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項２７】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項２８】
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間を、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長くするステップを備えた液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２９】
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　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間を、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長くするステップを備えた液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置、及び液晶表示装置の駆動方法に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は薄型、軽量であり、従来のブラウン管に代替するものとして、近年一層
用途が拡大されてきた。しかし、現在広く使用されているＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍ
ａｔｉｃ）配向液晶パネルは視野角が狭く、また応答速度が遅く、動画表示時には尾を引
くように見える等、ブラウン管より画質が劣る。
【０００３】
　これに対して、近年、高速応答、高視野角という特徴を有するＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌ
ｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）モードを用いた液晶表示
装置が用いられるようになってきている。この液晶表示装置は、液晶をベンド配向させて
視覚補償を行い、さらにこれに光学位相補償フィルムを組み合わせることにより広い視野
角を得るようにしたものである。
【０００４】
　図１３にＯＣＢモードを用いた液晶表示装置を構成する液晶表示パネルの概略断面図を
示す。図１３（ａ）、（ｂ）は、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置を構成する液晶表示
パネルの電圧印加状態の概略断面図であり、図１３（ｃ）は、ＯＣＢモードを用いた液晶
表示装置を構成する液晶表示パネルの電圧無印加状態の概略断面図である。
【０００５】
　ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置を構成する液晶表示パネルのガラス基板５１の間に
は、図１３（ａ）等に液晶分子５２として示すように、ネマチック液晶が注入されている
。そして、電圧を印加していない液晶の配向状態は、スプレイ状態５３と呼ばれている。
液晶表示装置の電源投入時には転移駆動と呼ばれる駆動を行う必要がある。すなわち、転
移駆動とは、液晶表示装置の電源投入時にこの液晶層に２０ボルトから２５ボルト程度の
比較的大きな電圧を印加することにより、図１３（ｃ）に示すスプレイ状態５３から図１
３（ａ）、（ｂ）に示すベンド状態５４ａ、５４ｂに転移させる駆動のことである。この
ベンド状態５４ａ、５４ｂを用いて表示を行うのが、ＯＣＢモードの特徴であり、電圧の
大きさを変化させることでパネルの透過率を変化させるものである。
【０００６】
　図１３（ａ）に示すベンド状態５４ａは、白表示をしている場合のベンド状態を示し、
図１３（ｂ）のベンド状態５４ｂは、黒表示をしている場合のベンド状態を示している。
【０００７】
　また、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置では、その液晶表示パネルに２ボルト以下の
電圧を印加し続けると、液晶表示パネルは、ベンド状態５４ａ、５４ｂからスプレイ状態
５３に徐々に移行してしまう（以下この移行を逆転移と呼ぶ）。このような逆転移を防止
するために、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置では、逆転移防止駆動と呼ばれる駆動が
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行われる。
【０００８】
　つまり、逆転移防止駆動とは、逆転移を防止するために、各画素に周期的に黒色に対応
する電圧を印加することにより、逆転移を防止する駆動である。逆転移防止駆動には、逆
転移の防止のために画素に黒色に対応する電圧を印加する動作と、表示するための電圧を
印加する動作とを交互に行う２倍速変換と呼ばれる逆転移防止駆動がある。このようにす
れば高いコントラストの表示を行うことが出来る。ところが、２倍速変換では、逆転移防
止駆動を行わない場合に比べて２倍もの高速度で各画素を駆動する必要があるので、液晶
表示装置の駆動が困難になる。このような問題を解決したのが、以下に示す１．２５倍速
変換である。
【０００９】
　以下に、逆転移防止駆動の一つである１．２５倍速変換について、図１４、及び図１５
を用いて説明する。
【００１０】
　図１４は、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置を構成する液晶表示パネルの１画素近傍
、ソースドライバ１１、及び黒挿入電圧発生回路１０１を示す図である。
【００１１】
　ソースドライバ１１にはスイッチ２５を介してソース信号線１３が接続されており、ま
た図示していないゲートドライバにはゲート信号線１５が接続されている。また、各ソー
ス信号線１３には、各スイッチ２５を介してプリチャージ線２４が接続されている。そし
てプリチャージ線２４は、黒挿入電圧発生回路１０１に接続されている。すなわち、スイ
ッチ２５により、ソース信号線１３が、ソースドライバ１１に接続するかまたはプリチャ
ージ線２４を介して黒挿入電圧発生回路１０１に接続するかを切り替えることが出来る。
【００１２】
　ソース信号線１３とゲート信号線１５の交点には、画素トランジスタ１８、画素電極１
９、及び補償電位を加えるための蓄積容量Ｃｓｔ２０が形成されており、画素電極１９と
対向電極１６との間には図示していないＯＣＢモードの液晶層が狭持されている。また、
蓄積容量Ｃｓｔ２０の一端は画素電極１９に接続され、蓄積容量Ｃｓｔ２０の他端は、共
通電極１７に接続されている。また、画素トランジスタ１８のゲートはゲート信号線１５
に接続されており、画素トランジスタのソースはソース信号線１３に接続されており、画
素トランジスタ１８のドレインは、画素電極１９に接続されている。また、Ｃｌｃ２１は
、画素電極１９と対向電極１６とＯＣＢモードの液晶層とから形成される容量であり、Ｃ
ｇｓ２３は画素トランジスタ１８のゲートとソースとの間で形成される容量であり、Ｃｇ
ｄ２２は、画素トランジスタ１８のゲートとドレインとの間で形成される容量である。
【００１３】
　なお、以下の記述で画素とは、画素電極１９、画素トランジスタ１８、蓄積容量Ｃｓｔ
２０、対向電極１６の画素電極１９に対向する部分、及び対向電極１６の画素電極１９に
対向する部分と画素電極１９とで狭持されたＯＣＢモードの液晶層の部分を言うものとす
る。
【００１４】
　図１５（ａ）は、ソース信号線１３の方向の各画素を示す図である。ソース信号線１３
の方向には画素ｇ１、ｇ２、・・・、ｇ１２、・・・が並んでいる。
【００１５】
　図１５（ｂ）は、図１５（ａ）の各画素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミン
グを示す図である。図１５（ｂ）では、各１水平走査期間を示す期間をＴ１、Ｔ２、・・
・Ｔ１０・・・で示している。
【００１６】
　１．２５倍速変換とは、本来の４Ｈの映像期間を１．２５倍速に変換するものである。
すなわち、本来の４Ｈの映像期間に、５Ｈの映像期間を設ける。そして、その５Ｈの映像
期間のうち最初の１Ｈの映像期間を黒色にし、残りの４Ｈの映像期間を表示色にする。従
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って、１．２５倍速変換された１Ｈの映像期間は、本来の１Ｈの映像期間の０．８倍に短
縮されている。このような１．２５倍速変換は、コントローラ回路６により行われる。
【００１７】
　１水平走査期間Ｔ１では、まず、黒挿入電圧発生回路１０１が画素ｇ５、ｇ６、ｇ７、
ｇ８の４つの画素に黒色に対応する電圧を同時に書き込む。すなわち、これらの４つの画
素に接続されるソース信号線１３に接続されているスイッチ２５は、黒挿入電圧発生回路
１０１とこれらの４つの画素にそれぞれ接続されるソース信号線１３とが接続されるよう
に切り替えられる。従って、これら４つの画素に黒挿入電圧発生回路１０１から黒色に対
応する電圧が印加される。
【００１８】
　次の１水平走査期間Ｔ２では、ソースドライバ１１が画素ｇ１に表示色に対応する電圧
を印加する。すなわち、画素ｇ１が接続されるソース信号線１３に接続されているスイッ
チ２５は、ソースドライバ１１と画素ｇ１が接続されるソース信号線１３とが接続される
ように切り替えられる。従って、ソースドライバ１１によって画素ｇ１に表示色に対応す
る電圧が印加される。
【００１９】
　同様に、１水平走査期間Ｔ３では、画素ｇ２に表示色に対応する電圧が印加される。続
いて、１水平走査期間Ｔ４では画素ｇ３に表示色に対応する電圧が印加される。そして、
１水平走査期間Ｔ５では画素ｇ４に表示色に対応する電圧が印加される。
【００２０】
　また、１水平走査期間Ｔ６では、画素ｇ９、ｇ１０、ｇ１１、ｇ１２に黒色に対応する
電圧が印加される。そして、１水平走査期間Ｔ７、Ｔ８、Ｔ９、Ｔ１０では、それぞれ画
素ｇ５、ｇ６、ｇ７、ｇ８に表示色に対応する電圧が印加される。
【００２１】
　上記の動作を繰り返すことにより、１．２５倍速変換が行われる。１水平走査期間Ｔ１
、Ｔ６などでそれぞれ４個の画素に黒挿入電圧発生回路１０１により黒色に対応する電圧
を印加することにより逆転移防止を実現している。このように１．２５倍速変換を行うこ
とによって、２ボルト以下の電圧を画素に印加しても逆転移を防止することが出来る。
【００２２】
　１．２５倍速変換では、逆転移防止駆動を行わない場合に比べて各画素を表示する速度
は１．２５倍になる。このように１．２５倍速変換では、２倍速変換のように高速に各画
素を駆動する必要がないので、液晶表示装置を容易に駆動することが出来る上、２倍速変
換と同様に液晶表示装置として高いコントラストを得ることが出来る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　ところが、温度が１０度以下などの低温の場合に、例えば中間色の同じ色で液晶表示装
置の各画素を表示すると、図１６（ｂ）に示すように、液晶表示パネルの表示面上に４ラ
イン毎に本来の表示色より黒っぽい筋が現れる。これは次の原因による。
【００２４】
　すなわち、図１６（ａ）にソース信号線１３の電圧波形を示す。このソース電圧波形を
観察すると、逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加した後、次の画素に電圧を書
き込むためにソース信号線１３に中間色に対応する電圧を印加してもソース信号線１３の
電圧は、中間色に対応する電圧になっていない。
【００２５】
　低温になると、液晶の容量が大きくなるので、ソース線に書き込み不足が発生する。つ
まり、逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加した後、次の画素に中間色に対応す
る電圧を印加しても、ソース信号線１３の寄生容量などのために、ソース信号線１３がそ
の中間色に対応する電圧にならない。そして、その次の画素に中間色に対応する電圧を印
加する際には、ソース信号線１３の電圧が中間色に対応する電圧にかなり近付いているの



(10) JP 4744912 B2 2011.8.10

10

20

30

40

50

で、ソース信号線１３が中間色に対応する電圧になる。このように、逆転移防止のために
黒色に対応する電圧を書き込んだ直後に中間色に対応する電圧を印加する画素が充電不足
のために黒く表示される。
【００２６】
　なお、このように中間色の同じ色を各画素に表示すると本来の表示色より黒っぽい筋が
現れる問題は同時に４画素に逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加し、引き続き
４画素に順次表示色に対応する電圧を印加する１．２５倍速変換に限らない。ｎ画素に同
時に逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加し、引き続きｎ画素に順次表示色に対
応する電圧を印加する逆転移防止駆動であっても同様の問題が発生する。また、中間色に
限らず、白色で各画素を表示する場合にも同様の問題が発生する。
【００２７】
　すなわち、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置で逆転移防止駆動する際、温度が低温の
場合には、中間色や白色の同じ色で各画素を表示すると表示パネルの表示面に本来の表示
色より黒っぽい筋が表示されるという課題がある。
【００２８】
　本発明は、上記課題を考慮し、温度が低温の場合であっても、中間色や白色の同じ色で
各画素を表示しても表示パネルの表示面に本来の表示色より黒っぽい筋が現れない液晶表
示装置、液晶表示装置の駆動方法を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
　上述した課題を解決するために、第１の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記黒挿入電圧発生回路は、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の
絶対値より絶対値が小さい電圧を供給する液晶表示装置である。
【００３０】
　また、第２の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　前記ソースドライバは、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の絶対
値より絶対値が小さい電圧を供給する液晶表示装置である。
【００３１】
　また、第３の本発明は、
　前記黒挿入電圧発生回路は、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電
圧として、その逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給される、前記表示デー
タの階調に対応する電圧に応じた電圧を供給する、第１の本発明の液晶表示装置である。
また、第４の本発明は、
　前記ソースドライバは、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電圧と
して、その逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給される、前記表示データの
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階調に対応する電圧に応じた電圧を供給する、第２の本発明の液晶表示装置である。
【００３２】
　また、第５の本発明は、
　前記黒挿入電圧発生回路は、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電
圧として、温度に応じた電圧を供給する、第１の本発明の液晶表示装置である。
【００３３】
　また、第６の本発明は、
　前記ソースドライバは、前記逆転移防止駆動期間に逆転移防止のために供給する電圧と
して、温度に応じた電圧を供給する、第２の本発明の液晶表示装置である。
【００３４】
　また、第７の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が前記逆転移防止のため
の電圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示
データの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に
対応する電圧になるような電圧が前記ソース信号線に供給される液晶表示装置である。
【００３５】
　また、第８の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記ソースドライバが前記逆転移防止のための電
圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示デー
タの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に対応
する電圧になるような電圧が前記ソース信号線に供給される液晶表示装置である。
【００３６】
　また、第９の本発明は、
　前記ソース信号線の電圧が中間色に対応する電圧になるような電圧とは、前記黒挿入電
圧発生回路の、プラスの黒挿入電圧の供給側及びマイナスの黒挿入電圧の供給側をともに
接続することで、前記黒挿入電圧発生回路の出力を短絡して、前記ソース信号線に供給す
る電圧である第７の本発明の液晶表示装置である。
【００３７】
　また、第１０の本発明は、
　前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が逆転移防止のための電圧を供
給した後の期間に、前記黒挿入電圧発生回路は、前記ソース信号線に前記ソース信号線の
電圧が中間色に対応する電圧になるような電圧を供給する第７の本発明の液晶表示装置で
ある。
【００３８】
　また、第１１の本発明は、
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　前記逆転移防止駆動期間のうち前記ソースドライバが逆転移防止のための電圧を供給し
た後の期間に、前記ソースドライバは、前記ソース信号線に前記ソース信号線の電圧が中
間色に対応する電圧になるような電圧を供給する第８の本発明の液晶表示装置である。
【００３９】
　また、第１２の本発明は、
　前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が逆転移防止のための電圧を供
給した後の期間に、前記ソースドライバは、前記ソース信号線に前記ソース信号線の電圧
が中間色に対応する電圧になるような電圧を供給する第７の本発明の液晶表示装置である
。
【００４０】
　また、第１３の本発明は、
　前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給する前
の期間に、前記ソースドライバは、前記ソース信号線に前記ソース信号線の電圧が中間色
に対応する電圧になるような電圧を供給する第７または第８の本発明の液晶表示装置であ
る。
【００４１】
　また、第１４の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧が供給される液晶表示装置である。
【００４２】
　また、第１５の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧が供給される液晶表示装置である。
【００４３】
　また、第１６の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
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　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧が供給される液晶表示装置である。
【００４４】
　また、第１７の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧が供給される液晶表示装置である。
【００４５】
　また、第１８の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間は、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長い液晶表示装置である。
【００４６】
　また、第１９の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備え、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間は、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長い液晶表示装置である。
【００４７】
　また、第２０の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
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　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿入
電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記黒挿入電圧発生回路が、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の
絶対値より絶対値が小さい電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の駆動方法であ
る。
【００４８】
　また、第２１の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記ソースドライバが、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の絶対
値より絶対値が小さい電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の駆動方法である。
【００４９】
　また、第２２の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記黒挿入電圧発生回路が前記逆転移防止のため
の電圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示
データの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に
対応する電圧になるような電圧を前記ソース信号線に供給するステップを備えた液晶表示
装置の駆動方法である。
【００５０】
　また、第２３の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　（１）前記逆転移防止駆動期間のうち前記ソースドライバが前記逆転移防止のための電
圧を供給した後の期間に、（２）または前記表示期間のうち前記ソース信号線に表示デー
タの階調に対応する電圧を供給する前の期間に、前記ソース信号線の電圧が中間色に対応
する電圧になるような電圧を前記ソース信号線に供給するステップを備えた液晶表示装置
の駆動方法である。
【００５１】
　また、第２４の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
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びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示
装置の駆動方法である。
【００５２】
　また、第２５の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示データに対
する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記所定番目までの表示データの階調
に対応する電圧との差の方が大きくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示
装置の駆動方法である。
【００５３】
　また、第２６の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の
駆動方法である。
【００５４】
　また、第２７の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
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　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目より後の全部の前
記表示データの階調に対応する電圧として、前記逆転移防止のための電圧と本来の表示デ
ータに対する電圧との差より前記逆転移防止のための電圧と前記表示データの階調に対応
する電圧との差の方が小さくなるような電圧を供給するステップを備えた液晶表示装置の
駆動方法である。
【００５５】
　また、第２８の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給するソース
ドライバと、
　逆転移防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給する黒挿
入電圧発生回路とを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間を、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長くするステップを備えた液晶表示装置の駆動方法である。
【００５６】
　また、第２９の本発明は、
　マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線、及び前記ソース信号線及
びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した液晶表示素子を有する液
晶表示パネルと、
　前記ゲート信号線にゲート信号を供給するゲートドライバと、
　表示期間には、前記ソース信号線に表示データの階調に対応する電圧を供給し、逆転移
防止駆動期間には、逆転移防止のための電圧を前記ソース信号線に供給するソースドライ
バとを備えた液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記逆転移防止駆動期間の後に前記ソース信号線に供給する所定番目までの前記表示デ
ータに対応する前記表示期間を、前記所定番目より後の前記表示データに対応する前記表
示期間より長くするステップを備えた液晶表示装置の駆動方法である。
【発明の効果】
【００５７】
　本発明は、温度が低温の場合であっても、中間色や白色の同じ色で各画素を表示しても
表示パネルの表示面に本来の表示色より黒っぽい筋が現れない液晶表示装置、液晶表示装
置の駆動方法を提供することが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５８】
　以下に、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００５９】
　（第１の実施の形態）
　まず、第１の実施の形態について説明する。
【００６０】
　図１に、第１の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のブロック図を示す。
【００６１】
　液晶表示装置１は、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置である。
【００６２】
　液晶表示装置１は、液晶表示パネル２、ゲートドライバ３、ソースドライバ１１、液晶
駆動電圧発生回路５、コントローラ回路６、入力電源８から構成される。
【００６３】
　液晶表示パネル２は、マトリックス状に配置されたソース信号線及びゲート信号線と、
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ソース信号線及びゲート信号線の交点に設けられ、ＯＣＢモード液晶を使用した画素とを
有する表示パネルである。
【００６４】
　ゲートドライバ３は、液晶表示パネル２の各ゲート信号線に線順次走査を行うための選
択走査信号を供給する回路である。
【００６５】
　ソースドライバ１１は、液晶表示パネル２の各ソース信号線に画像信号電圧を供給する
回路である。
【００６６】
　液晶駆動電圧発生回路５は、ソースドライバ１１に対してはソースドライバ用駆動電圧
を供給し，ゲートドライバ３に対してはゲートドライバ用駆動電圧を供給し，対向信号電
極に対しては対向信号電極用駆動電圧を供給する回路である。
【００６７】
　コントローラ回路６は、画像信号処理や駆動タイミングを制御する回路である。コント
ローラ回路６は、表示データを入力し、その表示データに対応する表示信号を出力し、ま
た、ソースドライバ１１、ゲートドライバ３、液晶駆動電圧発生回路５に対しタイミング
制御信号を送る回路である。
【００６８】
　入力電源８は、液晶表示装置１が動作するための電源を供給する手段である。
【００６９】
　図２は、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のうち、液晶表示パネル２の１画素近傍、
ソースドライバ１１、及び黒挿入電圧発生回路１２を示す図である。
【００７０】
　ソースドライバ１１にはスイッチ２５を介してソース信号線１３が接続されており、ま
たゲートドライバ３にはゲート信号線１５が接続されている。また、各ソース信号線１３
には、各スイッチ２５を介してプリチャージ線２４が接続されている。そして、プリチャ
ージ線２４は、黒挿入電圧発生回路１２に接続されている。
【００７１】
　すなわち、スイッチ２５により、ソース信号線１３は、ソースドライバ１１に接続する
かまたはプリチャージ線２４を介して黒挿入電圧発生回路１２に接続するかを切り替える
ことが出来る。
【００７２】
　ソース信号線１３とゲート信号線１５の交点には、画素トランジスタ１８、画素電極１
９、及び補償電位を加えるための蓄積容量Ｃｓｔ２０が形成されており、画素電極１９と
対向電極１６との間には図示していないＯＣＢモードの液晶層が狭持されている。また、
蓄積容量Ｃｓｔ２０の一端は画素電極１９に接続され、蓄積容量Ｃｓｔ２０の他端は、共
通電極１７に接続されている。また、画素トランジスタ１８のゲートはゲート信号線１５
に接続されており、画素トランジスタのソースはソース信号線１３に接続されており、画
素トランジスタ１８のドレインは、画素電極１９に接続されている。
【００７３】
　また、Ｃｌｃ２１は、画素電極１９と対向電極１６とＯＣＢモードの液晶層とから形成
される容量であり、Ｃｇｓ２３は画素トランジスタ１８のゲートとソースとの間で形成さ
れる容量であり、Ｃｇｄ２２は、画素トランジスタ１８のゲートとドレインとの間で形成
される容量である。
【００７４】
　なお、以下の記述で画素とは、画素電極１９、画素トランジスタ１８、蓄積容量Ｃｓｔ
２０、対向電極１６の画素電極１９に対向する部分、及び対向電極１６の画素電極１９に
対向する部分と画素電極１９とで狭持されたＯＣＢモードの液晶層の部分を言うものとす
る。
【００７５】
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　なお、本実施の形態の画素は本発明の液晶表示素子の例である。
【００７６】
　次に、このような本実施の形態の動作を説明する。
【００７７】
　入力電源８は、コントローラ回路６と液晶駆動電圧発生回路５に供給され、まず、コン
トローラ回路６が立ち上がる。そしてコントローラ回路６はソースドライバ１１に対し画
像表示信号とタイミング制御信号を送り、ゲートドライバ３に対しタイミング制御信号を
送り、液晶駆動電圧発生回路５に対しタイミング制御信号を送る。
【００７８】
　液晶駆動電圧発生回路５は、ソースドライバ１１に対してはソースドライバ用駆動電圧
を供給し、ゲートドライバ３に対してはゲートドライバ用駆動電圧を供給し、対向信号電
極に対しては対向信号電極用駆動電圧を供給する。そして、各画素には、対向電極から所
定の時間だけ２０ボルトから２５ボルトの転移駆動のための電圧が印加される。このよう
にして液晶表示パネル２のＯＣＢモード液晶はスプレイ状態からベンド状態に転移し、液
晶表示装置の表示動作が可能となる。
【００７９】
　表示動作を行う際には、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置も従来の技
術で説明した液晶表示装置と同様に逆転移防止駆動として１.２５倍速変換を行う。また
、液晶表示パネル２の温度が摂氏１０度以下などの低温であるとする。
【００８０】
　すなわち、図１５（ａ）に、ソース信号線１３の方向の各画素を示す。ソース信号線１
３の方向には画素ｇ１、ｇ２、・・・、ｇ１２、・・・が並んでいる。
【００８１】
　図１５（ｂ）に、図１５（ａ）の各画素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミン
グを示す。図１５（ｂ）では、各１水平走査期間を示す期間をＴ１、Ｔ２、・・・Ｔ１０
・・・で示している。図１５（ａ）、（ｂ）については、従来の技術で既に説明したので
説明を省略する。
【００８２】
　また、図３（ａ）に、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソース信号
線１３の電圧波形を示す。図３（ａ）のソース信号線１３の電圧波形は、各画素に中間色
の同じ色を表示する場合の電圧波形である。また、図３（ａ）のソース信号線１３の電圧
波形の横軸には、図１５（ｂ）に示した１水平走査期間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、及びＴ
５が示されている。
【００８３】
　図３（ａ）のソース電圧波形を観察すると、１水平走査期間Ｔ１すなわち、逆転移防止
のための駆動を行う期間のソース信号線１３の電圧は、従来の技術とは異なり黒色に対応
する電圧より低く設定されている。そして、１水平走査期間Ｔ２すなわち、中間色を表示
する期間のソース信号線１３の電圧は、中間色に対応する電圧になっている。
【００８４】
　同様に、１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５すなわち中間色を表示する期間のソース信号
線１３の電圧は、すべて中間色に対応する電圧になっている。
【００８５】
　このように、本実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１２は、従来の技術と異なり、逆
転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧より所定の値だけ低い電圧を供給する。
すなわち、本実施の形態の液晶表示装置は、交流駆動されているので、正確には、黒挿入
電圧発生回路１２は、前記逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧の絶対値よ
り絶対値が小さい電圧を供給する。
従って、逆転移防止のために黒色に対応する電圧より所定の値だけ絶対値が小さい電圧を
印加した後、次の画素に電圧を書き込む際に、ソース信号線１３の電圧を中間色に対応す
る電圧にすることが出来る。
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【００８６】
　従って、液晶表示パネル２の表示面には、図３（ｂ）のように本来の表示色より黒っぽ
い筋が表示されなくなる。
【００８７】
　このように、本実施の形態によれば、黒挿入電圧発生回路１２が黒色に対応する電圧よ
り所定の値だけ絶対値が小さい電圧を供給することにより、ソース信号線１３の充電不足
を改善することが出来る。
【００８８】
　なお、本実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１２が黒色に対応する電圧より所定の値
だけ絶対値が小さい電圧を供給するとして説明したが、このような所定の値として、１水
平走査期間Ｔ１の次の１水平走査期間Ｔ２に表示する色がどのような階調であっても本来
の表示色より黒っぽい筋が表示されないような値を用いるものとする。また、このような
所定の値を、１水平走査期間Ｔ１の次の１水平走査期間Ｔ２に表示する色の階調に応じて
決めたり、また温度に依存して決めたりすることも出来るが、このような場合については
後述する第４の実施の形態で詳細に説明する。
【００８９】
　なお、本実施の形態では、逆転移防止駆動として１．２５倍速変換を行う際に、中間色
の同じ色を各画素に表示する場合について説明したが、これに限らない。ｎ画素に同時に
逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加し、引き続きｎ画素に順次表示色に対応す
る電圧を印加する逆転移防止駆動であっても本実施の形態と同様の効果を得ることが出来
る。また、中間色に限らず、白色で各画素を表示する場合にも本実施の形態と同様の効果
を得ることが出来る。
【００９０】
　さらに、本実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１２が逆転移防止のために黒色に対応
する電圧より所定の値だけ絶対値が小さい電圧を印加するとして説明したが、これに限ら
ない。黒挿入電圧発生回路１２を設けず、黒挿入電圧発生回路１２の代わりにソースドラ
イバ１１が逆転移防止のために黒色に対応する電圧より所定の値だけ低い電圧を印加して
も構わない。
【００９１】
　（第２の実施の形態）
　次に、第２の実施の形態について説明する。
【００９２】
　第２の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の構成は第１の実施の形態と同
様に図１で示される。
【００９３】
　第２の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の第１の実施の形態のＯＣＢモ
ードを用いた液晶表示装置との相違点は、図２において黒挿入電圧発生回路１２の代わり
に、図４（ｂ）に示す黒挿入電圧発生回路１４を備える点である。
【００９４】
　黒挿入電圧発生回路１４は、スイッチ２６により、ソース信号線１３とプラスの黒挿入
電圧の供給側とを接続する状態、ソース信号線１３とマイナスの黒挿入電圧の供給側とを
接続する状態、及びソース信号線１３に対してプラスの黒挿入電圧の供給側及びマイナス
の黒挿入電圧の供給側をともに接続する状態の３通りの状態を取りうる回路である。
【００９５】
　次に、このような本実施の形態の動作を第１の実施の形態との相違点を中心に説明する
。
【００９６】
　表示動作を行う際には、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置も従来の技
術で説明した液晶表示装置と同様に逆転移防止駆動として１.２５倍速変換を行う。また
、液晶表示パネル２の温度が摂氏１０度以下などの低温であるとする。また、液晶表示パ
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ネル２に中間色の同じ色を表示する場合について説明する。
【００９７】
　すなわち、図１５（ａ）に、ソース信号線１３方向の各画素を示す。ソース信号線１３
方向には画素ｇ１、ｇ２、・・・、ｇ１２、・・・が並んでいる。
【００９８】
　図１５（ｂ）に、図１５（ａ）の各画素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミン
グを示す。図１５（ｂ）では、各１水平走査期間を示す期間をＴ１、Ｔ２、・・・Ｔ１０
・・・で示している。図１５（ａ）、（ｂ）については、従来の技術で既に説明したので
説明を省略する。
【００９９】
　また、図４（ａ）に、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソース信号
線１３の電圧波形と黒挿入電圧発生回路１４のスイッチ２６の導通状態を示す。図４（ａ
）のソース信号線１３の電圧波形は、各画素に中間色の同じ色を表示する場合の電圧波形
である。また、図４（ａ）のソース信号線１３の電圧波形の横軸には、図１５（ｂ）に示
した１水平走査期間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、及びＴ５が示されている。
【０１００】
　スイッチ２６は、１水平走査期間Ｔ１では、プラスの黒挿入電圧の供給側とソース信号
線１３とが導通状態になり、マイナスの黒挿入電圧供給側とソース信号線１３とは導通状
態にならないように切り替えられている。従って、１水平走査期間Ｔ１では、ソース信号
線１３に黒色に対応するプラスの電圧が印加される。
【０１０１】
　また、１水平走査期間Ｔ２では、ソースドライバ１１が中間色に対応する電圧を供給す
る前の期間で、スイッチ２６は、ソース信号線１３に対してプラスの黒挿入電圧の供給側
及びマイナスの黒挿入電圧の供給側をともに接続するよう切り替えられる。すなわち、黒
挿入電圧発生回路１４は短絡される。このため、ソース信号線１３には、プラスの黒挿入
電圧供給側とマイナスの黒挿入電圧供給側とが短絡された電圧が供給される。そして、プ
ラスの黒挿入電圧供給側とマイナスの黒挿入電圧供給側とが短絡された電圧は白色に対応
する電圧であるので、１水平走査期間Ｔ２では、ソース信号線１３の電圧はより早く中間
色に対応する電圧になる。その後スイッチ２６は、プラスの黒挿入電圧供給側もマイナス
の黒挿入電圧供給側もソース信号線１３と導通しないように切り替えられ、ソースドライ
バ１１から中間色に対応する電圧が供給される。
【０１０２】
　図４（ａ）のソース電圧波形を観察すると、１水平走査期間Ｔ１すなわち、逆転移防止
のための駆動を行う期間には、ソース信号線１３の電圧は、黒色に対応する電圧が設定さ
れている。そして、１水平走査期間Ｔ２すなわち、中間色を表示する期間のソース信号線
１３の電圧は、黒挿入電圧発生回路１４を短絡することにより、中間色に対応する電圧に
なっている。
【０１０３】
　同様に、１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５すなわち中間色を表示する期間のソース信号
線１３の電圧は、すべて中間色に対応する電圧になっている。
【０１０４】
　このように、第２の実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１４を１水平走査期間Ｔ２の
一部で短絡することにより、逆転移防止のための電圧として黒色に対応する電圧を印加し
た後の画素も中間色に対応する電圧に充電することが出来るようになる。
【０１０５】
　このように、第２の実施の形態によれば、逆転移防止駆動期間の次の期間である表示期
間のうちソース信号線１３に中間色に対応する電圧を供給する前の期間に、黒挿入電圧発
生回路１４を短絡することにより、ソース信号線１３の電圧が中間色に対応する電圧にな
るような電圧をソース信号線１３に供給することが出来る。従って、逆転移防止駆動期間
の次の期間である１水平走査期間Ｔ２でソース信号線１３を中間色に対応する電圧にする
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ことが出来る。
【０１０６】
　なお、本実施の形態では、逆転移防止駆動期間すなわち１水平走査期間Ｔ１の次の表示
期間である１水平走査期間Ｔ２で黒挿入電圧発生回路１４を短絡するとして説明したが、
これに限らない。逆転移防止駆動期間すなわち１水平走査期間Ｔ１のうち、黒挿入電圧発
生回路１４が逆転移防止のための電圧を供給した後の期間に、黒挿入電圧発生回路１４を
短絡しても本実施の形態と同様の効果を得ることが出来る。
【０１０７】
　なお、本実施の形態では、逆転移防止駆動期間すなわち１水平走査期間Ｔ１の次の表示
期間である１水平走査期間Ｔ２で黒挿入電圧発生回路１４を短絡するとして説明したが、
これに限らない。１水平走査期間Ｔ１のうち黒挿入電圧発生回路１４からソース信号線１
３に黒色に対応する電圧を供給した後の期間にソースドライバ１１から中間色に対応する
電圧を供給しても構わない。
【０１０８】
　図５に、このような場合のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソース信号線１３の電
圧波形とソースドライバ１１の出力電圧を示す。黒挿入電圧発生回路１４は、逆転移防止
駆動の期間である１水平走査期間Ｔ１のうち黒挿入電圧発生回路１４からソース信号線１
３に黒色に対応する電圧を供給した後の期間に、中間色に対応する電圧を供給している。
従って、図５に示すように逆転移防止駆動期間である１水平走査期間Ｔ１の次の期間であ
る１水平走査期間Ｔ２では、ソース信号線１３の電圧は中間色に対応する電圧になってい
る。このように、逆転移防止駆動期間のうち黒挿入電圧発生回路１４が逆転移防止のため
の電圧を供給した後の期間に、ソースドライバ１１が、ソース信号線１３にソース信号線
１３の電圧が中間色に対応する電圧になるような電圧を供給するので、液晶表示パネル２
の表示面に本来の表示色より黒っぽい筋が入らないようにすることが出来る。
【０１０９】
　さらに、本実施の形態では、逆転移防止駆動期間すなわち１水平走査期間Ｔ１の次の表
示期間である１水平走査期間Ｔ２で黒挿入電圧発生回路１４を短絡するとして説明したが
、これに限らない。１水平走査期間Ｔ１のうち黒挿入電圧発生回路１４からソース信号線
１３に黒色に対応する電圧を供給した後の期間に黒挿入電圧発生回路１４から中間色に対
応する電圧を供給しても構わない。
【０１１０】
　図６に、このような場合のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソース信号線１３の電
圧波形と黒挿入電圧発生回路１４の出力電圧を示す。黒挿入電圧発生回路１４は、逆転移
防止駆動の期間である１水平走査期間のうち黒挿入電圧発生回路１４からソース信号線１
３に黒色に対応する電圧を供給した後の期間に、中間色に対応する電圧を供給している。
従って、図６に示すように逆転移防止駆動期間である１水平走査期間Ｔ１の次の期間であ
る１水平走査期間Ｔ２では、ソース信号線１３の電圧は中間色に対応する電圧になってい
る。このように、逆転移防止駆動期間のうちソースドライバ１１が逆転移防止のための電
圧を供給した後の期間に、黒挿入電圧発生回路１４が、ソース信号線１３にソース信号線
１３の電圧が中間色に対応する電圧になるような電圧を供給するので、液晶表示パネル２
の表示面に本来の表示色より黒っぽい筋が入らないようにすることが出来る。
【０１１１】
　さらに、本実施の形態では、逆転移防止駆動として１．２５倍速変換を行う場合に、中
間色の同じ色を各画素に表示する場合について説明したが、これに限らない。ｎ画素に同
時に逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加し、引き続きｎ画素に順次表示色に対
応する電圧を印加する逆転移防止駆動であっても本実施の形態と同様の効果を得ることが
出来る。また、中間色に限らず、白色で各画素を表示する場合にも本実施の形態と同様の
効果を得ることが出来る。
【０１１２】
　なお、本実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１４が逆転移防止駆動を行うとして説明
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したが、これに限らない。黒挿入電圧発生回路１４を設けず、黒挿入電圧発生回路１４の
代わりにソースドライバ１１が逆転移防止駆動を行っても構わない。なお、その場合には
、黒挿入電圧発生回路１４が行っていた機能をソースドライバ１１が黒挿入電圧発生回路
１４の代わりに行うものとする。
【０１１３】
　（第３の実施の形態）
　次に、第３の実施の形態について説明する。
【０１１４】
　第３の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の構成は第１の実施の形態と同
様に図１で示される。
【０１１５】
　また、図２に、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のうち、液晶表示パネル２の１画素
近傍、ソースドライバ１１、及び黒挿入電圧発生回路１２を示す。ただし、実施の形態１
では黒挿入電圧発生回路１２は、黒色に対応する電圧より所定の値だけ低い電圧を供給す
るとして説明したが、第３の実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１２は、黒色に対応す
る電圧を供給するものとする。
【０１１６】
　第３の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の第１の実施の形態のＯＣＢモ
ードを用いた液晶表示装置との相違点は、ソースドライバ１１が階調補正を行う点である
。
【０１１７】
　次に、このような本実施の形態を第１の実施の形態との相違点を中心に説明する。
【０１１８】
　表示動作を行う際には、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置も従来の技
術で説明した液晶表示装置と同様に逆転移防止駆動として１.２５倍速変換を行う。また
、液晶表示パネル２の温度が摂氏１０度以下などの低温であるとする。また、液晶表示パ
ネル２に中間色の同じ色を表示する場合について説明する。
【０１１９】
　すなわち、図１５（ａ）に、ソース信号線１３方向の各画素を示す。ソース信号線１３
方向には画素ｇ１、ｇ２、・・・、ｇ１２、・・・が並んでいる。
【０１２０】
　図１５（ｂ）に、図１５（ａ）の各画素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミン
グを示す。図１５（ｂ）では、各１水平走査期間を示す期間をＴ１、Ｔ２、・・・Ｔ１０
・・・で示している。図１５（ａ）、（ｂ）については、従来の技術で既に説明したので
説明を省略する。
【０１２１】
　本実施の形態のソースドライバ１１は、１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５で中間色に対
応する電圧を供給する際に、表示階調の補正を行う。すなわち、図７（ａ）に、このよう
な階調補正の方法を示す。図７のグラフは、各温度において各表示階調でどの程度の階調
補正を行えばよいかを実験により求めたものである。図７（ａ）は温度が低い程階調補正
量が大きくなることを示しており、また、図７（ａ）は、中間色対応する階調の方が、白
の階調や黒の階調よりもより階調補正量が大きくなることを示している。
【０１２２】
　例えば表示階調が１００の場合には、ソースドライバ１１は、温度が摂氏０度のときは
、表示階調を７だけ小さくするよう補正する。従って、この場合にはソースドライバ１１
は、表示階調として９３に対応する電圧をソース信号線１３に供給する。また、表示階調
が１００の場合であっても、温度が摂氏－５度のときは、表示階調を１０だけ小さくする
よう補正する。従って、この場合には、ソースドライバ１１は、表示階調として９０に対
応する電圧をソース信号線１３に供給する。
【０１２３】
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　このように、ソースドライバ１１は１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５における表示色を
、温度及び階調に応じて階調補正する。そして、階調補正量は負の値である。
【０１２４】
　すなわち、ソースドライバ１１は、１０度以下などの低温の場合、１水平走査期間Ｔ２
に対応する画素ｇ１はその中間色に対応する電圧にまで充電されない。しかし、そのよう
な場合であっても、１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５の表示色の階調が小さくなるように
階調補正することにより、本来の表示色より黒っぽい筋が入らないようにすることが出来
る。
【０１２５】
　従って、図７の（ｂ）に示すように、１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５の表示色の階調
を階調補正しない場合には、１水平走査期間Ｔ２に表示色に対応する電圧が供給される画
素ｇ１などには本来の表示色より黒っぽい色になる。従って、液晶表示パネル２の表示面
には本来の表示色より黒っぽい筋が入る。しかしながら、上記のように階調補正すること
によって、図７（ｃ）に示すように、画面全体が本来の表示色より若干黒色に近くなるも
のの、本来の表示色より黒っぽい筋が入らないようにすることが出来る。
【０１２６】
　なお、本実施の形態では、ソースドライバ１１が１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５にお
ける表示色を、温度及び階調に応じて階調補正するとして説明したが、これに限らない。
ソース信号線１３の充電不足が１水平走査期間Ｔ２のみならず、例えばＴ３も充電不足に
なるような場合には、ソースドライバ１１は、１水平走査期間Ｔ３における充電不足に応
じて階調補正し、１水平走査期間Ｔ４、Ｔ５における表示色を、温度及び階調に応じて階
調補正すればよい。このように、ソースドライバ１１は、ソース信号線１３の充電不足が
発生する１水平走査期間より後の１水平走査期間における表示色を、温度及び階調に応じ
て階調補正することにより、本実施の形態と同等の効果を得ることが出来る。
【０１２７】
　なお、本実施の形態では、ソースドライバ１１が１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５にお
ける表示色を、温度及び階調に応じて階調補正するとして説明したが、これに限らない。
ソースドライバ１１が１水平走査期間Ｔ２における表示色を、温度及び階調に応じて階調
補正しても構わない。
【０１２８】
　図８に、このような階調補正の方法を示す。
【０１２９】
　図８では、例えば表示階調が１００の場合には、ソースドライバ１１は、温度が摂氏０
度のときは、表示階調を７だけ大きくするよう補正する。従って、この場合にはソースド
ライバ１１は、表示階調として１０７に対応する電圧をソース信号線１３に供給する。ま
た、表示階調が１００の場合であっても、温度が摂氏－５度のときは、表示階調を１０だ
け大きくするよう補正する。従って、この場合には、ソースドライバ１１は、表示階調と
して１１０に対応する電圧をソース信号線１３に供給する。
【０１３０】
　このように、ソースドライバ１１は１水平走査期間Ｔ２における表示色を、温度及び階
調に応じて階調補正する。そして、階調補正量は正の値である。
【０１３１】
　すなわち、ソースドライバ１１は、１０度以下などの低温の場合、１水平走査期間Ｔ２
が表示色に対応する電圧にはならないが、そのような場合であっても、１水平走査期間Ｔ
２の表示色の階調が大きくなるように階調補正することにより、本来の表示色より黒っぽ
い筋が入らないようにすることが出来る。
【０１３２】
　従って、図８の（ｂ）に示すように、１水平走査期間Ｔ２の表示色の階調を階調補正し
ない場合には、１水平走査期間Ｔ２に表示色に対応する電圧が供給される画素ｇ１などは
黒色に近く表示される。従って、液晶表示パネル２の表示面上には本来の表示色より黒っ
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ぽい筋が入る。しかしながら、上記のように階調補正することによって、図８（ｃ）に示
すように、本来の表示色より黒っぽい筋が入らないようにすることが出来る。
【０１３３】
　なお、図８の説明では、ソースドライバ１１が１水平走査期間Ｔ２における表示色を、
温度及び階調に応じて階調補正するとして説明したが、これに限らない。ソース信号線１
３の充電不足が１水平走査期間Ｔ２のみならず、例えばＴ３も充電不足になるような場合
には、ソースドライバ１１は１水平走査期間Ｔ２、及びＴ３における表示色を、温度及び
階調に応じて階調補正すればよい。このように、ソースドライバ１１は、ソース信号線１
３の充電不足が発生する１水平走査期間における表示色を、温度及び階調に応じて階調補
正することにより、本実施の形態と同等の効果を得ることが出来る。
【０１３４】
　なお、本実施の形態では、逆転移防止駆動として１．２５倍速変換を行う場合に、中間
色の同じ色を各画素に表示する場合について説明したが、これに限らない。ｎ画素に同時
に逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加し、引き続きｎ画素に順次表示色に対応
する電圧を印加する逆転移防止駆動であっても本実施の形態と同様の効果を得ることが出
来る。また、中間色に限らず、白色で各画素を表示する場合にも本実施の形態と同様の効
果を得ることが出来る。
【０１３５】
　なお、本実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１２が逆転移防止駆動を行うとして説明
したが、これに限らない。黒挿入電圧発生回路１２を設けず、黒挿入電圧発生回路１２の
代わりにソースドライバ１１が逆転移防止駆動を行っても構わない。なお、その場合には
、黒挿入電圧発生回路１２が行っていた機能をソースドライバ１１が黒挿入電圧発生回路
１２の代わりに行うものとする。
【０１３６】
　（第４の実施の形態）
　次に、第４の実施の形態について説明する。
【０１３７】
　第４の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の構成は第１の実施の形態と同
様に図１で示される。
【０１３８】
　また、図９に、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のうち、液晶表示パネル２の１画素
近傍、ソースドライバ１１、及び黒挿入電圧発生回路３１を示す。
【０１３９】
　図９において、黒挿入電圧発生回路３１は、各ソース信号線１３毎に異なった電圧を供
給することが出来るよう構成されている。なお、図９においては、各ソース信号線１３毎
に別々の黒挿入電圧発生回路３１が設けられているが、これに限らず、一つの黒挿入電圧
発生回路３１が複数の電圧を供給することが出来、その複数の電圧のそれぞれはそれぞれ
のソース信号線１３に供給されるように構成されても構わない。また、第１の実施の形態
における図２の黒挿入電圧発生回路１２は、黒色に対応する電圧より所定の値だけ低い電
圧を供給するものであったが、第４の実施の形態では、黒挿入電圧発生回路３１は、黒挿
入電圧発生回路３１により逆転移防止駆動のために供給する電圧としてその逆転移防止駆
動の後に表示する階調に対応する電圧に応じた電圧を供給するものである。図９のそれ以
外の部分は、第１の実施の形態と同様である。
【０１４０】
　次に、このような本実施の形態を第１の実施の形態との相違点を中心に説明する。
【０１４１】
　表示動作を行う際には、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置も従来の技
術で説明した液晶表示装置と同様に逆転移防止駆動として１.２５倍速変換を行う。また
、液晶表示パネル２の温度が摂氏１０度以下などの低温であるとする。また、液晶表示パ
ネル２に中間色の同じ色を表示する場合について説明する。
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【０１４２】
　すなわち、図１５（ａ）に、ソース信号線１３方向の各画素を示す。ソース信号線１３
方向には画素ｇ１、ｇ２、・・・、ｇ１２、・・・が並んでいる。
【０１４３】
　図１５（ｂ）に、図１５（ａ）の各画素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミン
グを示す。図１５（ｂ）では、各１水平走査期間を示す期間をＴ１、Ｔ２、・・・Ｔ１０
・・・で示している。図１５（ａ）、（ｂ）については、従来の技術で既に説明したので
説明を省略する。
【０１４４】
　本実施の形態の黒挿入電圧発生回路３１は、各ソース信号線１３毎に、１水平走査期間
Ｔ１で逆転移防止のための電圧をソース信号線１３に供給する電圧として、１水平走査期
間Ｔ１の次の１水平走査期間であるＴ２で表示する中間色に対応する電圧に応じた電圧を
供給する。黒挿入電圧発生回路３１は、各ソース信号線１３に供給する電圧を決めるため
に、まず、黒の階調からの階調補正量を求める。図１０に、そのような階調補正の方法を
示す。
【０１４５】
　例えば１水平走査期間Ｔ１の次の１水平走査期間であるＴ２において表示する表示階調
が１００の場合には、黒挿入電圧発生回路３１は、温度が摂氏０度のときは、１水平走査
期間Ｔ１で表示する黒の階調を７だけ大きくするよう補正する。従って、この場合には黒
挿入電圧発生回路３１は、１水平期間Ｔ１において逆転移防止のために供給する電圧とし
て、表示階調として７に対応する電圧をソース信号線１３に供給する。また、１水平走査
期間Ｔ２における表示階調が１００の場合であっても、温度が摂氏－５度のときは、表示
階調を１０だけ大きくするよう補正する。従って、この場合には、黒挿入電圧発生回路３
１は、１水平走査期間Ｔ１において、逆転移防止のために供給する電圧として、表示階調
が１０に対応する電圧をソース信号線１３に供給する。黒挿入電圧発生回路３１は、各ソ
ース信号線１３毎に上記のようにして逆転移防止のための電圧を決定し、その決定した電
圧を各ソース信号線１３毎に供給する。
【０１４６】
　このように、黒挿入電圧発生回路３１は１水平走査期間Ｔ１において逆転移防止のため
に供給する電圧を、温度に応じて、また、１水平走査期間Ｔ１の直後の１水平走査期間で
あるＴ２における表示階調に応じて決定する。
【０１４７】
　すなわち、１０度以下などの低温の場合、１水平走査期間Ｔ２に対応する画素ｇ１はそ
の中間色に対応する電圧にまで充電されない。しかし、そのような場合であっても、１水
平走査期間Ｔ１において供給する電圧を黒の階調からの階調補正を行って決定することに
より、本来の表示色より黒っぽい筋が入らないようにすることが出来る。
【０１４８】
　なお、本実施の形態では、逆転移防止駆動として１．２５倍速変換を行う場合に、中間
色の同じ色を各画素に表示する場合について説明したが、これに限らない。ｎ画素に同時
に逆転移防止のために黒色に対応する電圧を印加し、引き続きｎ画素に順次表示色に対応
する電圧を印加する逆転移防止駆動であっても本実施の形態と同様の効果を得ることが出
来る。また、中間色に限らず、白色で各画素を表示する場合にも本実施の形態と同様の効
果を得ることが出来る。
【０１４９】
　なお、本実施の形態では、黒挿入電圧発生回路３１が逆転移防止駆動を行うとして説明
したが、これに限らない。黒挿入電圧発生回路３１を設けず、黒挿入電圧発生回路３１の
代わりにソースドライバ１１が逆転移防止駆動を行っても構わない。なお、その場合には
、黒挿入電圧発生回路３１が行っていた機能をソースドライバ１１が黒挿入電圧発生回路
３１の代わりに行うものとする。
【０１５０】
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　（第５の実施の形態）
　次に、第５の実施の形態について説明する。
【０１５１】
　第５の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の構成は第１の実施の形態と同
様に図１で示される。
【０１５２】
　また、図２に、ＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のうち、液晶表示パネル２の１画素
近傍、ソースドライバ１１、及び黒挿入電圧発生回路１２を示す。ただし、実施の形態１
では黒挿入電圧発生回路１２は、黒色に対応する電圧より所定の値だけ低い電圧を供給す
るとして説明したが、第５の実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１２は、黒色に対応す
る電圧を供給するものとする。
【０１５３】
　第５の実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の第１の実施の形態のＯＣＢモ
ードを用いた液晶表示装置との相違点は、コントローラ回路６が１水平走査期間の長さを
変える点である。
【０１５４】
　次に、このような本実施の形態を第１の実施の形態との相違点を中心に説明する。
【０１５５】
　表示動作を行う際には、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置も従来の技
術で説明した液晶表示装置と同様に逆転移防止駆動として１.２５倍速変換を行う。また
、液晶表示パネル２の温度が摂氏１０度以下などの低温であるとする。また、液晶表示パ
ネル２に中間色の同じ色を表示する場合について説明する。
【０１５６】
　すなわち、図１１（ａ）に、ソース信号線１３方向の各画素を示す。ソース信号線１３
方向には画素ｇ１、ｇ２、・・・、ｇ１２、・・・が並んでいる。
【０１５７】
　図１１（ｂ）に、図１１（ａ）の各画素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミン
グを示す。図１１（ｂ）では、各１水平走査期間を示す期間をＴ１、Ｔ２、・・・Ｔ１０
・・・で示している。図１１（ａ）、（ｂ）と従来の技術で説明した図１５との相違点は
、図１１（ｂ）で１水平走査期間Ｔ２、Ｔ７の長さがそれ以外の１水平走査期間より長い
点である。すなわち、逆転移防止駆動を行う１水平走査期間の次の１水平走査期間の長さ
は、それ以降の１水平走査期間の長さより長くなっている。
【０１５８】
　ただし、Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、及びＴ５の合計の長さは変わらない。例えば、Ｔ２
を１．４倍にすると、Ｔ１、Ｔ３、Ｔ４、及びＴ５は元の０．９倍にすればよい。
【０１５９】
　図１２に、本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソース信号線１３の電
圧波形を示す。図１２のソース信号線１３の電圧波形は、各画素に中間色の同じ色を表示
する場合の電圧波形である。また、図１２のソース信号線１３の電圧波形の横軸には、図
１１（ｂ）に示した１水平走査期間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４、及びＴ５が示されている。
【０１６０】
　図１２のソース電圧波形を観察すると、１水平走査期間Ｔ１すなわち、逆転移防止のた
めの駆動を行う期間のソース信号線１３の電圧は、黒色に対応する電圧に設定されている
。そして、１水平走査期間Ｔ２すなわち、中間色を表示する期間のソース信号線１３の電
圧は、中間色に対応する電圧になっている。
【０１６１】
　同様に、１水平走査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５すなわち中間色を表示する期間のソース信号
線１３の電圧は、すべて中間色に対応する電圧になっている。
【０１６２】
　そして、１水平走査期間Ｔ２の長さは１水平走査期間Ｔ１、Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５より長く
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なっている。
【０１６３】
　このように、本実施の形態は、１水平走査期間Ｔ２の長さを１水平走査期Ｔ１、Ｔ３、
Ｔ４、Ｔ５より長くすることによって、逆転移防止駆動の直後に中間色に対応する電圧を
書き込む際に、ソース信号線１３の電圧を表示する中間色に対応する電圧にすることが出
来るようになる。
【０１６４】
　このように本実施の形態では、黒色に対応する電圧を印加した直後に中間色に対応する
電圧をソース信号線１３に印加する際の１水平走査期間を２番目以降の１水平走査期間よ
り長くすることによって、ソース信号線１３の充電不足を改善し、ソース信号線１３を中
間色に対応する電圧にすることが出来る。従って、本来の表示色より黒っぽい筋が液晶表
示パネル２に現れないようにすることが出来る。
【０１６５】
　なお、本実施の形態では、コントローラ回路６が１水平走査期間Ｔ２の長さを１水平走
査期間Ｔ３、Ｔ４、Ｔ５より長くするとして説明したが、これに限らない。ソース信号線
１３の充電不足が１水平走査期間Ｔ２のみならず、例えばＴ３も充電不足になるような場
合には、コントローラ回路６は、１水平走査期間Ｔ２、及びＴ３の長さを１水平走査期間
Ｔ４、Ｔ５より長くすればよい。このように、コントローラ回路６は、ソース信号線１３
の充電不足が発生する１水平走査期間の長さをソース信号線１３の充電不足が発生しない
１水平走査期間より長くすることにより、本実施の形態と同等の効果を得ることが出来る
。
【０１６６】
　なお、本実施の形態では、黒挿入電圧発生回路１２が逆転移防止駆動を行うとして説明
したが、これに限らない。黒挿入電圧発生回路１２を設けず、黒挿入電圧発生回路１２の
代わりにソースドライバ１１が逆転移防止駆動を行っても構わない。なお、その場合には
、黒挿入電圧発生回路１２が行っていた機能をソースドライバ１１が黒挿入電圧発生回路
１２の代わりに行うものとする。
【産業上の利用可能性】
【０１６７】
　本発明に係る液晶表示装置、及び液晶表示装置の駆動方法は、温度が低温の場合であっ
ても、中間色や白色の同じ色で各画素を表示しても表示パネルの表示面に本来の表示色よ
り黒っぽい筋が現れないという効果を有し、ＯＣＢモード液晶を用いた液晶表示装置、及
び液晶表示装置の駆動方法等に有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１６８】
【図１】本発明の第１～第５の実施の形態におけるＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の
構成を示すブロック図
【図２】本発明の第１～第５の実施の形態におけるＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の
液晶表示パネルの１画素近傍、ソースドライバ、及び黒挿入電圧発生回路を示す図
【図３】（ａ）本発明の第１の実施の形態におけるＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の
ソース信号線の電圧波形を示す図　（ｂ）本発明の第１の実施の形態におけるＯＣＢモー
ドを用いた液晶表示装置の液晶表示パネルの表示面を示す図
【図４】（ａ）本発明の第２の実施の形態におけるＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の
ソース信号線の電圧波形と黒挿入電圧発生回路のスイッチ２６の導通状態とを示す図　（
ｂ）本発明の第２の実施の形態における黒挿入電圧発生回路を示す図
【図５】本発明の第２の実施の形態におけるＯＣＢモードを利用した別の液晶表示装置の
ソース信号線の電圧波形とソースドライバの出力電圧を示す図
【図６】本発明の第２の実施の形態におけるＯＣＢモードを利用した別の液晶表示装置の
ソース信号線の電圧波形と黒挿入電圧発生回路の出力電圧とを示す図
【図７】（ａ）本発明の第３の実施の形態におけるソースドライバが行う階調補正の方法
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を示す図　（ｂ）ソースドライバが階調補正を行わない場合の液晶表示パネルの表示面の
表示状態を示す図　（ｃ）本発明の第３の実施の形態におけるソースドライバが階調補正
を行った場合の液晶表示パネルの表示面の状態を示す図
【図８】（ａ）本発明の第３の実施の形態におけるソースソースドライバが行う別の階調
補正の方法を示す図　（ｂ）ソース度ラバが階調補正を行わない場合の液晶表示パネルの
表示面の表示状態を示す図　（ｃ）本発明の第３の実施の形態におけるソースドライバが
別の階調補正を行った場合の液晶表示パネルの表示面の状態を示す図
【図９】本発明の第４の実施の形態におけるＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の液晶表
示パネルの１画素近傍、ソースドライバ、及び黒挿入電圧発生回路を示す図
【図１０】本発明の第４の実施の形態における黒に対応する階調からの階調補正量を求め
る方法を示す図
【図１１】（ａ）本発明の第５の実施の形態におけるＯＣＢモードを用いた液晶表示装置
のソース信号線方向に並んでいる各画素を示す図　（ｂ）本発明の第５の実施の形態にお
ける図１１（ａ）の各画素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミングを示す図
【図１２】本実施の形態のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソース信号線の電圧波形
を示す図
【図１３】（ａ）従来のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置を構成する液晶表示パネルの
電圧印加状態の概略断面図　（ｂ）従来のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置を構成する
液晶表示パネルの電圧印加状態の概略断面図　（ｃ）従来のＯＣＢモードを用いた液晶表
示装置を構成する液晶表示パネルの電圧無印加状態の概略断面図
【図１４】従来のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置を構成する液晶表示パネルの１画素
近傍、ソースドライバ、及び黒挿入電圧発生回路を示す図
【図１５】（ａ）本発明の実施の形態及び従来のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソ
ース信号線方向に並んでいる各画素を示す図　（ｂ）本発明の実施の形態及び従来の各画
素を１．２５倍速変換で表示する場合のタイミングを示す図
【図１６】（ａ）従来のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置のソース信号線の電圧波形を
示す図　（ｂ）従来のＯＣＢモードを用いた液晶表示装置の液晶表示パネルの表示面上の
表示状態を示す図
【符号の説明】
【０１６９】
　１　液晶表示装置
　２　液晶表示パネル
　３　ゲートドライバ
　５　液晶駆動電圧発生回路
　６　コントローラ回路
　８　入力電源
　１１　ソースドライバ
　１２　黒挿入電圧発生回路
　１３　ソース信号線
　１５　ゲート信号線
　１６　対向電極
　１７　共通電極
　１８　画素トランジスタ
　１９　画素電極
　２０　蓄積容量Ｃｓｔ
　１４　黒挿入電圧発生回路
　２５　スイッチ
　２６　スイッチ
　５１　ガラス基板
　５２　液晶分子
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　５３　スプレイ状態
　５４ａ　ベンド状態
　５４ｂ　ベンド状態

【図１】 【図２】
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